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業績予想の修正および特別損失に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 8 日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いた

しまたのでお知らせいたします。また、併せて特別損失についてお知らせいたします。 

 

記 
 
１． 連結業績予想数値の修正 
(１)平成 22年 3月期 第 2四半期連結累計期間（平成 21年 4月 1日～平成 21年 9月 30日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
四半期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

56,800 
百万円

740
百万円

830
百万円 

430 
円   銭 

15  20 
今回修正予想（Ｂ） 55,400 360 490 △20 △ 0  71 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,400 △380 △340 △450  
増 減 率（％）     △2.5 △51.4 △41.0 ―  
（ご参考）前期第 2四半期実績 

(平成21年3月期第2四半期) 
54,026 838 998 277 9  82 

 
(２)平成 22年 3月期 通期（平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

114,920 
百万円

2,190
百万円

2,320
百万円 

1,250 
円   銭 

44  20 
今回修正予想（Ｂ） 112,300 1,420 1,590 370 13   8 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,620 △770 △730 △880  
増 減 率（％） △2.3 △35.2 △31.5 △70.4  
（ご参考） 前期実績 

（平成 21年 3月期） 
109,092 1,950 2,209 953 33  73 



                

 
２． 個別業績予想数値の修正 

(１)平成 22年 3月期 第 2四半期累計期間(平成 21年４月 1日～平成 21年 9月 30日) 
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

55,140 
百万円

620
百万円

720
百万円 

360 
円   銭 

12  73 
今回修正予想（Ｂ） 53,740 260 390 △80 △ 2  83 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,400 △360 △330 △440  
増 減 率（％） △2.5 △58.1 △45.8 ―  
（ご参考）前期第 2四半期実績 

(平成21年 3月期第2四半期) 
52,586 630 794 158  5     59 

 
(２)平成 22年 3月期 通期(平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日) 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

111,540 
百万円

1,930
百万円

2,070
百万円 

1,100 
円   銭 

38  89 
今回修正予想（Ｂ） 108,960 1,200 1,380 240  8    49 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,580 △730 △690 △860  
増 減 率（％） △2.3 △37.8 △33.3 △78.2  
（ご参考） 前期実績 

（平成 21年 3月期） 
106,052 1,656 1,922 812 28    72 

 
３．業績予想修正の理由 
当第２四半期累計期間の売上高は、既存店ベースで客数は前年実績を維持したものの、消費者

の節約志向や生活防衛意識の高まりによる客単価の低下と今夏の天候不順も重なり計画を下回

りました。また、消費者の低価格指向による価格競争の激化で売上総利益率が計画を下回った結

果、営業利益も大幅に減少いたしました。  
このような厳しい現状を踏まえ、今後の損益改善のための企業体質強化策として、好立地への

新規出店と並行して、赤字店舗の閉鎖を進めることとし、店舗閉鎖に伴う損失に対して引当金   

を計上いたします。これらの結果、当第２四半期累計期間の連結および個別の業績予想を修正い

たします。 
また、通期の見通しは、第３四半期以降についても消費者の節約志向と業態間の価格競争が続

くと予想されますので、当第２四半期累計期間の傾向と店舗閉鎖に伴う損失に対する引当金計上

を踏まえ、通期の連結および個別の業績予想についても修正いたします。 
 
 



                

 
 
４．特別損失の発生について 
 当第２四半期累計期間に、固定資産除売却損と赤字店舗閉鎖に対する店舗閉鎖損失引当金 443 
百万円を連結および個別で特別損失として計上いたします。 
 また、通期におきまして当第２四半期に計上する特別損失を含め、固定資産除売却損と店舗閉

鎖損失引当金 778百万円を連結および個別で特別損失として計上いたします。 
 なお、これらの特別損失については、上記の連結および個別の業績予想の修正に織り込んでお

ります。 
  

注） 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作 
成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって業績予想数値と異なる場合があ

ります。 
以上 
 
 
 
 


